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【スローガン】 

団結 創造 実践 
ＪＲ四国労組の強固な団結力と創造力で 

社会変化に対応した労働運動を実践し、 

この難局を乗り越え明るい未来を切り拓こう！！ 

～新年度の方針を満場一致で決定！～ 

ＪＲ四国労組は７月９日（金）、高松市「ＪＲホテルクレメント高松」において、

第４０回定期大会を開催した。昨年同様に感染対策を徹底した上で、代議員、特別

代議員約１１０名が出席のもと「安全・安定・安心輸送の確立」「組織の強化・拡大」

「労働環境の改善」を柱とした２０２１年度の運動方針を満場一致で決定した。 

執行部を代表し挨拶に立った大谷執行委員長は、冒頭の挨拶で３本柱の方針に沿

った所信を述べるとともに、「コロナ禍という厳しい環境下であるが、会社はグルー

プ会社を含めて第二の創業期と位置づけ苦難を乗り越えようとしている。ＪＲ四国

労組もこれまでと違った見方で、社会変容にも対応していかなければならない。組

合員が総団結して、みんなで決定した運動方針を着実に実践することが組合員と家

族の幸せに繋がる」と訴えた。 

来賓として、連合四国ブロックより連合香川・森会長、四国交運労協より砂田議

長、ＪＲ四国・西牧社長、ジェイアール四国バス・吉良社長、ＪＲ連合・荻山会長

から連帯と激励の挨拶を受けた後、議事に入った。 

議事では、執行部から「２０２１年度運動方針（案）・予算（案）」の提案があり、

代議員、特別代議員２９名より質疑を受け、嶋田書記長総括答弁の後、すべての議

案が満場一致で可決された。また、役員改選では、ＪＲ四国労組運動を永きにわた

り牽引してきた嶋田書記長をはじめ、幸副執行委員長、林執行委員、西口執行委員、

下野執行委員、竹崎執行委員が退任し、三役には大谷執行委員長が再任するととも

に、武智副執行委員長、中村書記長を選出し新たな役員体制が確立された。最後に

ＪＲ四国労組の団結とさらなる飛躍に向け、大谷執行委員長の「団結ガンバロー」

で定期大会を締めくくり新年度のスタートを切った。 

なお、定期大会終了後、第１回執行委員会を開催し、新役員の任務分担等を次の

とおり決定した。 
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２ ０ ２ １ 年 度 役 員 名 簿 及 び 任 務 分 担 

役 職 名 氏 名 専・非 任  務 担当支部 

執 行 委 員 長 大谷  清 専 総括 

副執行委員長 武智 義治 〃 業務、調査部長、四交運事務局長 愛  媛 

書 記 長 中村 鉄平 〃 
総務、企画、財政、法対部長、 

部会担当 
自 動 車 

執 行 委 員 中野 圭司 〃 
組織（出向・関連企業）、政治・共闘、

事業部長 

香  川 

徳  島 

〃 石川 敏也 〃 
政策、教宣部長、青女担当（男女平等）、 

レク・サークル担当

高  知 

本  社 

〃 杉本 慶太 非 組織副部長 香 川 

〃 山本 鉄平 〃 事業副部長 愛 媛 

〃 井内 貴志 〃 業務副部長 徳 島 

〃 河野 憲司 〃 政治・共闘副部長 高 知 

〃 寳田  晃 〃 政策・調査副部長 本 社 

〃 上田 耕成 〃 教宣副部長 自 動 車 

〃 安藤 正春 〃 出向・関連企業担当 香 川 

〃 島崎 隼途 〃 出向・関連企業担当 愛 媛 

〃 笹岡 慎平 〃 出向・関連企業担当 徳 島 

〃 山本 真二 〃 出向・関連企業担当 高 知 

〃 和田 庄平 〃 出向・関連企業担当 本 社 

〃 河野 鎮朗 〃 出向・関連企業担当 自 動 車 

特別執行委員 森安 祐貴 専 ＪＲ連合派遣 

〃 池原 匡哉 非 青年女性会議 

〃 尾上 裕子 〃 青年女性会議 

会 計 監 査 大野 裕史 〃 

〃 三好 幸治 〃 

〃 岡本  茂 〃 

以 上 


